
、

き

ノ
ト
シ
チ
ョ
ウ

能
登
志
徴
十
怨
。
加
盟
凶
の
椛

防
・凶
蹴
の
衆
同
・
方
位
風
土
・郷
郷
庄
か
ら
、
名
山
・

大
川
・柿
枇
・仰
附
・
城
恕
・名
制
等
の
一
切
を
都
げ
、

傍
ら
口
僻
似
設
に
及
ん
だ
も
の
。
加
到
芯
徴
と
同
じ

〈
森
間
平
次
の
未
定
稿
で
あ
っ
た
の
を
、
昭
和
十
三

年
そ
の
子
外
拠
世
間
の
諮
迎
し
た
も
の
で
あ
る
。

ノ
ト
ジ
マ

能

登

島

七
尾
慢
の
北
に
杭
た
は
る

一
大
路
で
あ
る
。
こ
の
応
に
は
別
に
陪
の
地
・袋町
ω
・

八
太
郎
島
町
可
の
桝
が
あ
る
。
名
磁
は
能
税
制
に
邸
す

る
島
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
の
訟
も
あ
る
が
、
高制却

上
担
世
誠
信
の
佼
入
と
白
山
氏
の
滅
亡
か
ら
、
石
動
山

攻
防
闘
に
主
る
ま
で
の
こ
と
が

m
mに
述
べ
ら
れ
て
ゐ

る
。
愈
絞
問
所
硲
の

一
本
は
、
外
間
に
能
州
白
山
氏

略
恕
、
内
凶
を
能
州
刺
史
白
山
氏
聞
記
と
あ
っ
て
全

〈
別
湿
の
も
の
L
や
う
に
忠
は
れ
る
が
、
能
州
凶
可

品
山
殿
山
田
紀
を
泌
将
し
た
も
で
の
あ
る
。

ノ
ト
ゴ
ト
ウ

能
登
後
藤
』
ゴ
ト
ウ
ジ
Y

エ
モ

y

後
藤
甚
右
術
門
。

ノ
ト
ゴ
ホ
リ

能

登

郡

能
稜
何
回
以
来
そ
の
四

郎
の
一
に
能
号
制
酬
が
あ
っ
た
。
消
街
は
凶
遣
時
代
の

能
等
か
ら
起
る
。
室
町
矧
に
主
つ
て
は
鹿
島
都
と
桝

し
た
が
、
究
文
十

一
年
一
乱
且
凶
日
前
旧
綱
紀
は
命
じ

て
古
名
能
号
制
酬
に
復
せ
し
め
、
元
職
十
三
年
八
且
二

十
日
再
び
鹿
島
郡
と
し
、
以
て
今
に
及
ん
だ
。

ノ
ト
ザ
カ

能
澄
坂
脂
肪
榔
似
川
の
内
の
小
字
。

ノ
ト
サ
バ

能
登
騒
能
殺
か
ら
援
す
る
館
。
西

鵠
の
二
代
男
に
も

『
能
官
邸
十
制
』
と
見
え
、
名
産

と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
た
o

J
サ
パ
郎
。

ノ
ト
ザ
ン
プ
ツ
カ
キ
ア
ゲ
チ
ョ
ウ

能
登
産
物
蓄

上
幌
一
加
。
苧
保
二
十
年
能
殺
の
産
物
で
、
加
到
・

越
中
に
は
見
常
ら
ぬ
も
の
、
又
は
名
桝
の
異
な
る
も

の
を
琵
物
方
市
附
の
商
品
金
左
衛
門
か
ら
報
告
し
た

帳
で
あ
る
。

ノ
ト

集
に
能
殺
の
ぬ
山
と
あ
る
か
ら
、
矢
剛
山
り
能
B
R
凶
の
一

十
町
』
と
あ
っ
て
、
二
所
大
柳
宮
の
御
簡
で
あ
る
。

舟
の
訟
で
あ
ら
う
。
全
島
丘
陵
で
、
唯
何
回
附
近
に
一
文
康
永
二
年
六
且
サ
一
日
の
天
野
文
書
に
は
、『納
遣

水
聞
と
野
附
附
近
に
幾
分
の
平
担
地
が
あ
る
許
り
で
一
外
宮
料
能
管
凶
能
青
島
御
厨
束
方
白
内
野
附
村
日
食
米

あ
る
。
京
商
二
ニ
粁
一
虫
、
南
北
J

ハ
粁
五
、
周
閥
七

一
一
取
。
』
と
あ
っ
て
、
野
崎
村
は
後
世
も
存
す
る
。

粁
。
能
程
牢
島
と
相
距
る
こ
と一一一ケ

ロ
額
戸
に
於
い
一

ノ
ト
チ
ヂ
Z

能
登
縮

叉
能
育
上
布
と
も
い
ふ
。

て
四

O
O米
、
界
風
捌
戸
に
於
い
て
八
五

O
米
、
小
一
一
凶
島
郡
能
育
部
地
方
を
由
心
と
し
て
廷
す
る
。
こ
の

ロ
瀬
戸
に
於
い
て
一
粁
に
池
ゲ
ぬ
。
之
に
臨
す
る
小

一
地
方
は
、
滞
政
の
初
期
か
ら
己
に
瞬
糸
又
は
苧
蹴
糸

艇
に
は
、
佐
披
抑
に
寺
島
こ
し
き
烏
嫁
nM
・か
ら
一
を
原
料
と
し
て
白
布
を
製
し
た
が
、
元
総
頃
か
ら
事

す
品
、
野
附
抑
に
し
ぶ
と
応
・松
ぬ
・さ
ど
え
品
、
長
一
ら
苧
粕
を
給
出
し
て
近
江
布
の
原
料
に
供
し
た
。
然

崎
附
近
に
竹
生
日
、
山
抑
に
軍
総
局
・
鴨
島
・こ
べ
島
・
一
司
令
に
製
造
者
は
由
貿
染
者
の
お
に
利
拾
を
占
め
ら
れ

大
舟
・
水
越
白
川
・小
応
・黒
陪

-m尻
抑
に
鰭
烏
・中
島
・
一
司
令
恐
あ
る
を
以
て
、徳
丸
村
彦
左
衛
門
・
能
膏
部
下
村

立

fu、
沼
，
仙
刊
に
猿
刷
出
が
あ
る
。
能
管
名
跡
芯
に
、
一
次
兵
衛
等
は
服
工
を
近
江
よ
り
聴
し
、
初
め
て
江
州

『
烏
の
怖
は
長
沼
皇
制

一
型
宇
、
村
敏
刊
一
タ
村
、

一
一
風
の
麻
布
を
製
す
る
を
得
、
一

一
向
又
そ
の
肱
布
輪
出

向
宗
十

一
ヶ
寺
。
惣
名
を
袋
応
と

-zo
名
所
程
杯
に
一
を
開
始
し
、
十
四
年
布
一
疋
に
銭
宏
文
を
迎
上
と
し

は
口
ハ
能
慌
の
応
山
と
あ
り
0
』
と
記
す
る
o

一
て
取
締
役
を
置
か
ん
こ
と
を
滞
に
前
う
て
泊
さ
れ
、

ノ
ト
ジ
マ
ゴ
ウ

能
登
島
郷
鹿
島
郡
能
積
島
は

一
文
政
元
年
滞
侯
は
そ
の
代
表
者
を
召
し
て
認
を
許

和
名
抄
に
も
郷
名
を
服
せ
て
回
な
い
が
、
も
と
必
ず

一
し
、
運
上
部
iy
〈
由
の
一
文
を
判
抑
人
の
役
料
に
下
附

一
回
却
を
な
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
、
能
税
同
町
一
し
、
能
徳
縮
印
と
刻
し
た
る
銅
印
を
奥
へ
て
之
を
捺

数

日

録

併

に

論

じ

で

ゐ

る

。

一

さ

し

め

、
之
よ
り
能
脅
縮
又
は
徳
丸
織
の
名
を
以
て

ノ
ト
ジ

?γ
ヨ
ウ

能
登
島
庄

臨
品
郡
能
青
島

一
川
町
に
知
ら
れ
た
。
能
菅
絡
が
崇
榊
天
長
の
時
長
女
将

の
こ
と
や
一
い
う
た
。
承
久
三
年
性
訟
の
能
殺
凶
間
数

一
名
城
入
蜘
命
が
下
凶
し
て
創
始
し
た
と
の
併
設
に
は

目
録
に
、『
能
菅
品
舵
、
捻
五
阿
三
段
成
、
承
久
元
年
一

何
の
秘
磁
も
な
い
。

般
注
川
定
』
と
あ
り
、
日
つ
古
記
に
ぬ
八
ケ
庄
の
名

一

ノ
ト
エ
ツ
キ

能
登
日
記
一
断
。

金
制
仰
の
制
併

が
放
見
す
る
。
後
問
戦
凶
以
降
に
於
い
て
も
亦
能
常
一
竹
の
坊
の
若
。
天
明
四
年
五
且
十
七
日
京
の
甫
尺
と

舟
庄
が
あ
る
0

4

Y

マハ

ッ

カ

品

八

ヶ

。

一

共

に

金

揮

を

渡

し

、
七
尾
・穴
水
・門
前
を
経
、
外
相

ノ
ト
ジ

?
y
ヨ
ウ

能
登
島
庄

路
島
却
に
印
刷
し
二
巡
り
か
ら
、六
且
七
日
に
邸
降
し
た
例
日
誌
で
あ
る
。

滞
政
問
代
に
は
、
野
附
・
日
出
ゲ
舟
・
二
穴
・
佐抽出
・須
一
天
明
辰
中
日
比
金
城
竹
の
訪
の
自
序
が
あ
る
が
、
板
元

曾
・牢
，
捕
・泊

-m，尻
・久
木
・悶
・
無
槻
・南
・
幽・
向
一
は
明
ら
か
で
な
い
。

m・
組
陪
ヶ
加
・
八
命
的
・
飯
岡
・長
崎
・
別
所

小
浦
の

一

ノ
ト
ニ
ツ
キ

能
登
日
記

二

断
。
若
者
間
治
政

二
十
今
村
を
含
ん
で
ゐ
た
。
こ
の
内
小
浦
は
臨
安
中

一
己
が
、
文
化
十
二
年
十
且
朔
日
金
揮
を
冊
以
し
、
能
菅

か

ら

向

山

家

で

あ

っ

た

。

一

の

外

捕

か

ら

三

崎

を

巡

り

、
内
捕
を
一
覧
し
て
同
且

ノ
ト
ジ
マ

Z
ク
リ

能
登
島
御
厨
路
島
郡
能
者

一
二
イ
二
日
邸
宅
し
た
紀
行
で
あ
る。

ぬ
に
あ
っ
た
。
跡
臨
紗
に
、『
能
菅
島
御
厨
、
二
宮
七
一

J
ト
ノ
ウ
ミ
能
登
の
海

底
葉
集
十
二
に
『
能

ノ
ト
ノ
ウ
ラ
ヅ
生
ヒ

能
登
浦
一冊目

二
加
。
内
凶

に
は
己
引
紀
行
と
あ
る
。
郭
塙
は
抽
出
加
久
仰
で
、
先

に
元
総
九
年
出
防
御
用
に
よ
っ
て
能
管
に
赴
き
、
三

日
且
日
砲
を
習
い
た
が
、
貸
永
六
年
ま
た
公
命
を
柿

び
て
同
州
に
附
践
し
た
依
行
記
が
こ
れ
で
あ
る
。

ノ
ト
ノ
オ
ミ

能
登
匡

能
積
臣
は
能
等
附
遣
の

開
刊
で
あ
る
。
又
辿
を
姓
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
術担胴

姓
な
る
も
の
は
後
批
銭
じ
た
の
で
あ
ら
う

o
m明
二

年
紀
に
能
奇
怪
馬
身
認
が
あ
り
。
国
務
集
十
八
に
羽

咋
郡
擬
中
帳
能
常
陸
乙
酌
ー
が
あ
。
。
佐
観
却
に
は
、

能
積
臣
附
成
が
あ
っ
て
、
入
道
し
て
良
能
と
い
う
た

の
を
、
そ
の
抄
に
『
或
臼
旗
成
育
州
人
同
問
。
』
と
し
て

ゐ
る
。
そ
の
他
、
西
宮
但
に
能
pw
公
様
、
除
目
大
成

経
長
徳
四
年
の
僚
に
出
町
長
介
能
官
辿
守
山
山
、
阿
部
大

治
三
年
の
僚
に
司
計
少
邸
能
積
蛮
終
、
久
安
紀
久
安

五
年
の
僚
に
大
工
能
積
街
剖胴
川
線
あ
る
如
き
は
、
皆

そ
の
氏
人
で
あ
ら
う
。
紳
名
艇
に
能
殺
生
凶
玉
比
古

前
匙

・
能
殺
比
時
前
副
の
あ
る
の
も
、
亦
こ
の
氏
と

交
渉
す
る
防
あ
る
べ
〈
、
若
狭
凶
能
者
郷
に
能
続
制

祉
が
あ
っ
て
大
入
杵
命
を
祭
訓
と
す
る
は
、
こ
の
氏

人
の
移
住
し
て
都
知
し
た
・
も
の
で
な
か
ら
う
か
。

ノ
ト
ノ
オ

Z
オ
ト

Z

能
登
匡
乙
美

能

楽
院
乙

業
は
荊
羽
咋
郡
の
出
問
中
心
帳
で
あ
っ
た
。
天
平
二
十
年
四

昌
明
海
間
釣
刊

Mhm士
之
射
去
火
之
矢
部
伊
佐
月
符
一
脊

光
』
と
あ
る
能
脅
の
悔
は
、
能
育
部
の
海
面
を
指
す

の
で
あ
ら
う
と
い
は
れ
る
。
珠
洲
郡
の
綜
を
珠
洲
の

探
と
す
る
を
思
ふ
べ
き
で
あ
る
。

ノ
ト
ノ
ウ

Z

能
登
の
海
一
加
。
能
州
政
本
波

ともん一一回ひ
、
能
殺
人
の
包
い
た
能
殺
の
風
土
記
で
、

凪
京
都
を
山
心
と
し
、
腿
白
川
淵
羽
咋
・
珠
洲
郡
と
次
第

し
て
ゐ
る
。
若
者
は
九
淵
資
問
巳
と
附
有
名
し
て
あ
る

が
、
姓
伝
は
明
ら
か
で
な
い
。
者
作
年
代
は
天
明
大

年
以
後
で
あ
る
。

六
五
ー晶-，、


